
ど
の
様
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
伺
う
。

【
答
】
官
・
民
と
の
間
で
競
争
入
札

を
実
施
し
、
よ
り
最
適
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
・
手
法
を
決
め
て
い

く
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

　
結
果
、
官
側
の
業
務
改
革
が
行
わ

れ
直
営
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

多
く
は
、
民
間
委
託
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
民
間
活
用
が

図
ら
れ
る
。

電
子
自
治
体
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
Ｉ
Ｔ
（
パ
ソ
コ
ン
利
用
者
）

を
よ
り
多
く
の
区
民
に
広
め
る
に
は
、

ま
ず
は
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
だ
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
「
民
」
に
進
め

て
も
ら
い
、
区
が
そ
れ
に
協
力
す
る

と
い
う
協
働
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

【
答
】
建
設
中
の
「
あ
だ
ち
産
業
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ

化
推
進
施
設
を
設
置
し
、
Ｉ
Ｔ
研
修

を
実
施
し
て
い
く
。
運
営
は
、
Ｉ
Ｔ

関
連
事
業
者
な
ど
産
業
人
と
の
協
働

に
よ
り
実
施
し
て
い
く
。
更
に
、
施

設
の
有
効
活
用
と
し
て
、
一
般
区
民

の
Ｉ
Ｔ
研
修
等
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
活
用
し
た

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

【
問
】
指
導
者
を
養
成
し
た
後
は
、

各
地
域
で
Ｉ
Ｔ
教
室
を
開
設
し
、
受

講
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

再
来
年
か
ら
団
塊
の
世
代
の
大
量
定

年
が
始
ま
る
。
こ
の
教
室
を
通
じ
て

地
域
と
の
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
る

き
っ
か
け
な
ど
参
加
者
の
掘
り
起
こ

し
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

各
小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム

を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
ベ
ス

ト
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
一
般
区
民
の
方
が
、
土
、
日

曜
日
、
夜
間
に
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
周
辺
機
器
及

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
回
復
、
導

入
ソ
フ
ト
の
変
更
、
施
設
管
理
面
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

利
用
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

【
問
】
各
投
票
所
の
投
票
率
の
差
が

10
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
と
こ
ろ
は
大
き

な
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
普
段
、「
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
学
力
向
上

へ
の
取
り
組
み
同
様
に
、
率
の
分
析

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
上
位
、
下
位

を
公
表
し
、
上
位
を
表
彰
す
る
な
ど

有
権
者
に
対
す
る
刺
激
策
を
と
る
な

ど
し
な
い
と
区
内
全
体
の
ア
ッ
プ
は

見
込
め
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
投
票
率
の
違
い
は
年
代
別
の

人
口
構
成
と
若
年
層
の
投
票
離
れ
が

影
響
し
て
い
る
。
都
議
選
で
も
20

歳
代
の
投
票
率
は
26.6
％
と
低
く
、
投

票
率
の
低
い
投
票
所
を
分
析
す
る
と

20
代
、
30
代
の
人
口
比
率
は
48.2
％
と

高
く
、
こ
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
各
投
票
所
の
投
票
率
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
、
投
票
率

向
上
刺
激
策
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。
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Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
つ
い
て

【
問
】
施
設
更
新
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

改
修
で
行
い
、
全
て
の
経
費
を
光
熱

水
費
の
削
減
分
で
賄
う
こ
と
で
高
効

率
の
節
電
、
節
水
、
省
エ
ネ
化
を
も

た
ら
す
新
し
い
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
つ

い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
事
業
者

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
保
証

や
、
新
た
な
財
政
負
担
の
な
い
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
促
進
策
等
に
特
徴
が
あ
り
、

資
金
調
達
面
で
も
弾
力
的
な
対
応
が

可
能
と
な
る
手
法
で
あ
る
。
今
後
120

万
㎡
に
及
ぶ
区
施
設
の
更
新
が
本
格

化
す
る
。
更
新
に
際
し
て
は
、
様
々

な
手
法
を
検
討
・
採
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
も
そ
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

【
問
】
区
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
第
三

者
機
関
な
ど
に
よ
る
監
視
の
仕
組
み

を
掲
げ
て
い
る
。
平
成
18
年
４
月
か

ら
「
公
益
通
報
者
保
護
法
」
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
ヘ
ル

プ
ラ
イ
ン
の
設
置
な
ど
機
能
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
通
報
窓
口
と

し
て
、
更
に
は
不
当
な
要
求
行
為
等

が
あ
っ
た
時
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
な

る
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
独
立
し
た

明
確
な
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
公
益
通
報
制
度
が
十
分
機
能

す
る
た
め
に
は
、
相
談
・
通
報
出
来

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
相
談
・
通

報
者
か
ら
の
信
頼
性
、
組
織
の
中
立

性
、
透
明
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

第
三
者
機
関
の
設
置
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
設
置
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
区
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
安
全
性
が

確
認
で
き
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
の
間
に
区
施
設

は
更
新
の
時
期
を
迎
え
、
多
く
の
建

物
が
建
替
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
民

間
の
建
物
も
含
め
た
、
区
の
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
答
】
区
施
設
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

学
校
を
含
め
た
約
655
施
設
の
図
面
調

査
を
８
月
末
に
終
え
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
、
吹
き
付
け
材
が
確
認
で
き

た
施
設
で
は
、
９
月
中
に
施
設
踏
査

を
終
え
、
必
要
に
応
じ
て
含
有
検
査

を
実
施
し
、
全
調
査
を
年
内
に
終
了

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
調
査
の

結
果
、
除
去
等
の
対
策
が
必
要
な
施

設
に
つ
い
て
順
次
実
施
し
て
い
く
。

　
こ
の
調
査
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

状
況
が
把
握
で
き
る
の
で
、
施
設
の

更
新
時
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
適

切
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
110
番
の
開
設

や
専
門
家
の
派
遣
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
費
の
補
助
な
ど
を
開
始
し
た
。

　
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捕
ら
え
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
建
設
業
者
・

解
体
業
者
に
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

介
護
保
険
の
税
制
改
正
に
お
け
る

　
　
　
　
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
平
成
18
年
１
月
１
日
施
行
の

税
制
改
革
で
、
非
課
税
か
ら
課
税
に

な
る
高
齢
者
は
１
万
４
千
人
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
区
は
６
年
間
、
介
護

保
険
料
を
据
え
置
き
し
て
き
た
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
大
に
伴

い
保
険
料
が
見
直
さ
れ
る
と
思
う
。

低
所
得
者
の
負
担
に
配
慮
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
厚
生
労
働
省
の
見
直
し
で
は
、

①
低
所
得
者
対
策
と
し
て
非
課
税
者

に
つ
い
て
は
従
来
の
第
２
段
階
を
２

つ
に
区
分
し
て
低
所
得
者
に
配
慮
し

た
こ
と
、
②
税
法
改
正
に
よ
っ
て
課

税
者
と
な
り
保
険
料
段
階
が
上
が
っ

た
方
に
つ
い
て
は
激
変
緩
和
措
置
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
、
③
課
税
層
に

対
し
て
は
、
き
め
細
か
な
段
階
設
定

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
保
険

者
に
お
い
て
多
段
階
で
弾
力
的
な
保

険
料
設
定
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
見
直

し
結
果
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

【
問
】
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は

現
在
就
学
前
の
全
児
童
が
対
象
だ
が
、

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
入
院
費
無
料

化
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
的

に
は
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
段
階

的
に
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
、
区
の

見
解
を
伺
う
。

【
答
】
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
入
院
分
の
予
算
措
置
は
対
応
で
き

る
見
込
み
で
あ
り
、
議
会
の
要
望
も

強
い
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
都
へ
所
得
制
限
の
撤
廃

や
対
象
の
拡
充
を
継
続
的
に
働
き
か

け
、
同
時
に
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

段
階
的
な
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

【
問
】
今
年
度
か
ら
、
都
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
指
定
さ
れ
た
上
沼
田
中
学

校
で
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
を
実
施

す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
モ
デ
ル
校
で
の
実
施
状
況

は
全
校
に
配
布
物
と
し
て
情
報
配
信

す
る
と
聞
く
。
こ
の
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
」
を
全
区
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
現
在
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」

の
実
践
研
究
が
、
上
沼
田
中
学
校
を

モ
デ
ル
校
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
情
報
の
信
頼
性
や
、

発
信
者
と
し
て
の
責
任
と
受
信
者
へ

の
配
慮
、
個
人
情
報
や
著
作
権
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
上
で
の

課
題
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
き
た
。

　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
、
情
報
社
会

に
生
き
る
小
・
中
学
生
に
と
っ
て
大

変
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
上
沼
田
中

学
校
の
実
践
な
ど
の
研
究
成
果
を
全

校
に
発
信
す
る
な
ど
、
全
区
的
に
推

進
し
て
い
く
。

う
つ
病
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
う
つ
病
に
よ
る
自
殺
者
や
そ

の
家
族
に
対
す
る
き
め
細
か
な
ケ
ア

体
制
を
作
る
た
め
、「
心
の
相
談
員
」

の
育
成
や
、
行
政
と
医
療
機
関
の
連

携
な
ど
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
支
援




